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(57)【要約】
【課題】  スピンコート法、フィルム転写法等の手法
で、樹脂膜パターンを形成する際、樹脂膜表面の段差を
小さくして平坦化する。
【解決手段】  透光性基板１１の表面の一部に光を遮光
する遮光性パターン４を設ける工程と、紫外線が照射さ
れることで硬化する特性と熱エネルギーが加えられるこ
とで硬化する特性とを有する樹脂で透光性基板１１の表
面の略全部に平坦化樹脂膜１３を設ける工程と、透光性
基板１１の表面側から紫外線を照射して平坦化樹脂膜の
パターンを形成する表側紫外線照射工程と、透光性基板
１１の裏面側から遮光性パターン４をマスクとして紫外
線を照射する裏面紫外線照射工程と、平坦化樹脂膜１３
に熱エネルギーを加える熱硬化工程とを含み、遮光性パ
ターン４が設けられた部分の樹脂に比べて遮光性パター
ン４が設けられない部分の樹脂の重合度がより高められ
収縮をより小さくする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透光性基板の表面の一部に光を遮光する
遮光性パターンを設ける工程と、紫外線が照射されるこ
とで硬化する特性と熱エネルギーが加えられることで硬
化する特性とを有する樹脂で前記透光性基板の表面の略
全部に平坦化樹脂膜を設ける工程と、前記透光性基板の
表面側から紫外線を照射して前記平坦化樹脂膜のパター
ンを形成する表側紫外線照射工程と、前記透光性基板の
裏面側から前記遮光性パターンをマスクとして紫外線を
照射する裏面紫外線照射工程と、前記平坦化樹脂膜に熱
エネルギーを加える熱硬化工程とを含み、前記裏面紫外
線照射工程で紫外線を照射することにより前記遮光性パ
ターンが設けられた部分の前記樹脂に比べて前記遮光性
パターンが設けられない部分の前記樹脂の重合度がより
高められ、前記熱硬化工程で熱エネルギーが加えられて
前記樹脂が硬化する際の収縮を前記遮光性パターンが設
けられた部分の前記樹脂に比べて前記遮光性パターンが
設けられない部分の前記樹脂の方をより小さくすること
で表面が略平坦な前記平坦化樹脂膜を設けることを特徴
とする液晶表示装置の製造方法。
【請求項２】  遮光性パターンが薄膜トランジスタと配
線パターンからなる請求項１記載の液晶表示装置の製造
方法。
【請求項３】  樹脂がネガ型光硬化性樹脂である請求項
１記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項４】  液晶表示装置が画像表示可能な領域の広
い高開口率の液晶表示装置（ＨＡ型液晶表示装置）であ
る請求項１記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項５】  液晶表示装置が薄膜トランジスタのアレ
イ基板上にカラーフィルタパターンを形成するカラーフ
ィルタオンＴＦＴアレイ方式液晶表示装置（ＣＯＡ型液
晶表示装置）である請求項１記載の液晶表示装置の製造
方法。
【請求項６】  透光性基板の表面の一部に光を遮光する
遮光性パターンが設けられる手段と、紫外線が照射され
ることで硬化する特性と熱エネルギーが加えられること
で硬化する特性とを有する樹脂で前記透光性基板の表面
の略全部に平坦化樹脂膜が設けられる手段と、前記透光
性基板の表面側から紫外線を照射して前記平坦化樹脂膜
のパターンを形成する表側紫外線照射手段と、前記透光
性基板の裏面側から前記遮光性パターンをマスクとして
紫外線を照射する裏面紫外線照射手段と、前記平坦化樹
脂膜に熱エネルギーが加えられる熱硬化手段とを備えた
液晶表示装置の製造装置。
【請求項７】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の液晶表示装置の製造方法を用いて製造された液晶表示
装置の平坦化樹脂膜の表面の段差部分が０．０５μｍか
ら０．０８μｍであることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】  請求項７記載の液晶表示装置を備える画
像表示応用装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶表示装置の
製造方法および製造装置ならびに液晶表示装置および画
像表示応用装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は主要な表示デバイスとし
て、特に小型、軽量性が要求される用途を中心に幅広く
使用されている。液晶表示装置は、図３に示すように、
画素電極を駆動するためのスイッチング能動素子４が形
成されたアレイ基板１１とカラーフィルタパターン５，
６が形成されたカラーフィルタ基板１０との間に液晶８
を封入してなる液晶表示装置である。カラーフィルタ基
板１０とアレイ基板１１は、それぞれガラス基板１，
１’、透明電極２，２’、配向膜３，３’を有する。図
３において、７はスペーサ、９はシール剤である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】近年、大型モニター、
テレビ用途等、従来ＣＲＴが使用されていたデバイス分
野への液晶の応用展開に伴い、液晶表示装置には更なる
性能向上が要求されている。特に、レントゲン写真表示
等の医療用途、インターネット商取引への液晶パネルの
応用展開に際し、高輝度、高精細液晶パネルが要求され
ている。このような背景の元、ＴＦＴアレイ基板上に平
坦化樹脂膜パターンを形成するＨＡ型液晶表示装置や、
ＴＦＴアレイ基板上にカラーフィルタパターンを形成す
るカラーフィルタオンＴＦＴアレイ方式液晶表示装置の
開発が行なわれている。
【０００４】しかしながら、ＨＡ型液晶パネル及びＣＯ
Ａ型液晶パネルにおいて、スピンコート法、フィルム転
写法等の手法で、ネガ型光硬化性樹脂膜パターンを形成
する際、樹脂膜パターン表面のアレイ配線上に相当する
部位が周辺部位に比し０．１μｍ以上盛り上がり、平坦
性が十分ではないという課題があった。特に、フィルム
転写法においては、フィルムがＴＦＴアレイ基板表面の
配線段差に追随するため、樹脂膜表面の段差は０．５μ
ｍ以上と特に大きい。
【０００５】平坦化膜表面に上記のような段差がある
時、パネル化の際に、この段差起因の配向不良が生じ、
光もれが生じるという課題がある。
【０００６】したがって、この発明の目的は、ＨＡ型液
晶パネル及びＣＯＡ型液晶パネル等において、スピンコ
ート法、フィルム転写法等の手法で、樹脂膜パターンを
形成する際、樹脂膜表面の段差を小さくして平坦化する
ことができる液晶表示装置の製造方法および製造装置な
らびに液晶表示装置および画像表示応用装置を提供する
ことである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
にこの発明の請求項１記載の液晶表示装置の製造方法
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は、透光性基板の表面の一部に光を遮光する遮光性パタ
ーンを設ける工程と、紫外線が照射されることで硬化す
る特性と熱エネルギーが加えられることで硬化する特性
とを有する樹脂で前記透光性基板の表面の略全部に平坦
化樹脂膜を設ける工程と、前記透光性基板の表面側から
紫外線を照射して前記平坦化樹脂膜のパターンを形成す
る表側紫外線照射工程と、前記透光性基板の裏面側から
前記遮光性パターンをマスクとして紫外線を照射する裏
面紫外線照射工程と、前記平坦化樹脂膜に熱エネルギー
を加える熱硬化工程とを含み、前記裏面紫外線照射工程
で紫外線を照射することにより前記遮光性パターンが設
けられた部分の前記樹脂に比べて前記遮光性パターンが
設けられない部分の前記樹脂の重合度がより高められ、
前記熱硬化工程で熱エネルギーが加えられて前記樹脂が
硬化する際の収縮を前記遮光性パターンが設けられた部
分の前記樹脂に比べて前記遮光性パターンが設けられな
い部分の前記樹脂の方をより小さくすることで表面が略
平坦な前記平坦化樹脂膜を設ける。
【０００８】このように、透光性基板の裏面側から遮光
性パターンをマスクとして紫外線を照射する裏面紫外線
照射工程と、平坦化樹脂膜に熱エネルギーを加える熱硬
化工程とを含み、裏面紫外線照射工程で紫外線を照射す
ることにより遮光性パターンが設けられた部分の樹脂に
比べて遮光性パターンが設けられない部分の樹脂の重合
度がより高められ、熱硬化工程で熱エネルギーが加えら
れて樹脂が硬化する際の収縮を遮光性パターンが設けら
れた部分の樹脂に比べて遮光性パターンが設けられない
部分の樹脂の方をより小さくするので、遮光性パターン
が設けられる部分と遮光性パターンが設けられない部分
とがあっても樹脂の表面が略平坦になるように硬化され
てなる平坦化樹脂膜を設けることができる。これは紫外
線の照射エネルギーが大きいほど、樹脂の重合度が高ま
り、加熱硬化時の寸法変化が小さくなる性質があるため
である。樹脂の寸法の変化が小さくなることを具体的に
説明すると、平坦化樹脂膜の厚み方向の寸法変化で、つ
まり平坦化樹脂膜の膜厚の収縮がより小さくなることで
あり、この性質を利用して、遮光性パターン上の樹脂重
合度を周辺部位より低く抑えることにより、この部位の
樹脂膜の加熱硬化時の膜減り量を周辺部位に比し大きく
し、加熱硬化後の樹脂膜表面平坦性をより高められる。
【０００９】請求項２記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項１において、遮光性パターンが薄膜トランジ
スタと配線パターンからなる。このように、遮光性パタ
ーンが薄膜トランジスタと配線パターンからなるので、
裏面紫外線照射工程で薄膜トランジスタと配線パターン
をマスクとすることができる。
【００１０】請求項３記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項１において、樹脂がネガ型光硬化性樹脂であ
る。このように、樹脂がネガ型光硬化性樹脂であるの
で、ネガ型光硬化性樹脂は、紫外線照射エネルギーが大
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きいほど、樹脂の重合度が高まり、加熱硬化時の寸法変
化が小さくなる性質があり、この性質を利用して表面が
略平坦な平坦化樹脂膜を設けることができる。
【００１１】請求項４記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項１において、液晶表示装置が画像表示可能な
領域の広い高開口率の液晶表示装置（ＨＡ型液晶表示装
置）である。このように、液晶表示装置が画像表示可能
な領域の広い高開口率の液晶表示装置において平坦化樹
脂膜の表面平面性を高めることができる。
【００１２】請求項５記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項１において、液晶表示装置が薄膜トランジス
タのアレイ基板上にカラーフィルタパターンを形成する
カラーフィルタオンＴＦＴアレイ方式液晶表示装置（Ｃ
ＯＡ型液晶表示装置）である。このように、液晶表示装
置が薄膜トランジスタのアレイ基板上にカラーフィルタ
パターンを形成するカラーフィルタオンＴＦＴアレイ方
式液晶表示装置において平坦化樹脂膜の表面平面性を高
めることができる。
【００１３】請求項６記載の液晶表示装置の製造装置
は、透光性基板の表面の一部に光を遮光する遮光性パタ
ーンが設けられる手段と、紫外線が照射されることで硬
化する特性と熱エネルギーが加えられることで硬化する
特性とを有する樹脂で前記透光性基板の表面の略全部に
平坦化樹脂膜が設けられる手段と、前記透光性基板の表
面側から紫外線を照射して前記平坦化樹脂膜のパターン
を形成する表側紫外線照射手段と、前記透光性基板の裏
面側から前記遮光性パターンをマスクとして紫外線を照
射する裏面紫外線照射手段と、前記平坦化樹脂膜に熱エ
ネルギーが加えられる熱硬化手段とを備えた。
【００１４】このように、透光性基板の裏面側から遮光
性パターンをマスクとして紫外線を照射する裏面紫外線
照射手段と、平坦化樹脂膜に熱エネルギーが加えられる
熱硬化手段とを備えているので、裏面紫外線照射手段で
紫外線を照射することにより遮光性パターンが設けられ
た部分の樹脂に比べて遮光性パターンが設けられない部
分の樹脂の重合度がより高められ、熱硬化手段で熱エネ
ルギーが加えられて樹脂が硬化する際の収縮を遮光性パ
ターンが設けられた部分の樹脂に比べて遮光性パターン
が設けられない部分の樹脂の方をより小さくすることが
できる。このため、遮光性パターンが設けられる部分と
遮光性パターンが設けられない部分とがあっても樹脂の
表面が略平坦になるように硬化されてなる平坦化樹脂膜
を設けることができる。これは紫外線の照射エネルギー
が大きいほど、樹脂の重合度が高まり、加熱硬化時の寸
法変化が小さくなる性質があるためである。樹脂の寸法
の変化が小さくなることを具体的に説明すると、平坦化
樹脂膜の厚み方向の寸法変化で、つまり平坦化樹脂膜の
膜厚の収縮がより小さくなることであり、この性質を利
用して、遮光性パターン上の樹脂重合度を周辺部位より
低く抑えることにより、この部位の樹脂膜の加熱硬化時
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の膜減り量を周辺部位に比し大きくし、加熱硬化後の樹
脂膜表面平坦性をより高められる。
【００１５】請求項７記載の液晶表示装置は、請求項１
から請求項５のいずれかに記載の液晶表示装置の製造方
法を用いて製造された液晶表示装置の平坦化樹脂膜の表
面の段差部分が０．０５μｍから０．０８μｍである。
このように、請求項１から請求項５のいずれかに記載の
液晶表示装置の製造方法を用いて製造された液晶表示装
置の平坦化樹脂膜の表面の段差部分が０．０５μｍから
０．０８μｍであるので、段差起因の配向不良が生じ難
くコントラスト特性の良好なパネルを作成することがで
きる。
【００１６】請求項８記載の画像表示応用装置は、請求
項７記載の液晶表示装置を備える。このように、請求項
７記載の液晶表示装置を備えるので、画像表示応用装置
において上記の作用効果が得られる。
【００１７】
【発明の実施の形態】この発明の実施の形態を図１およ
び図２に基づいて説明する。図１はこの発明の実施の形
態の液晶表示装置の一例の構造を示す断面図である。
【００１８】この実施の形態の液晶表示装置は薄膜トラ
ンジスタのアレイ基板上にカラーフィルタパターンを形
成するカラーフィルタオンＴＦＴアレイ方式液晶表示装
置（ＣＯＡ型液晶表示装置）である。この場合、スイッ
チング能動素子４および平坦化樹脂膜パターン１３を形
成したＴＦＴアレイ基板１１と、カラーフィルタパター
ン５およびブラックマトリクス６を形成したカラーフィ
ルタ基板１０とを配向処理し、スペーサ７によりセルギ
ャップを制御し、シール剤９により前記配向処理を施し
た２枚の基板を接着し、かつ、液晶８を封止した構造か
らなっている。カラーフィルタ基板１０とアレイ基板１
１は、それぞれガラス基板１，１’、透明電極２，
２’、配向膜３，３’を有する。図１において、１２は
コンタクトホールである。
【００１９】この液晶表示装置の製造装置は、透光性基
板（ＴＦＴアレイ基板１１）の表面の一部に光を遮光す
る遮光性パターン（スイッチング能動素子４）が設けら
れる手段と、紫外線が照射されることで硬化する特性と
熱エネルギーが加えられることで硬化する特性とを有す
る樹脂で透光性基板１１の表面の略全部に平坦化樹脂膜
１３が設けられる手段と、透光性基板１１の表面側から
紫外線を照射して平坦化樹脂膜のパターン１３を形成す
る表側紫外線照射手段と、透光性基板１１の裏面側から
遮光性パターン４をマスクとして紫外線を照射する裏面
紫外線照射手段と、平坦化樹脂膜１３に熱エネルギーが
加えられる熱硬化手段とを備えている。そして、裏面紫
外線照射手段で紫外線を照射することにより遮光性パタ
ーン４が設けられた部分の樹脂に比べて遮光性パターン
４が設けられない部分の樹脂の重合度がより高められ、
熱硬化手段で熱エネルギーが加えられて樹脂が硬化する
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際の収縮を遮光性パターン４が設けられた部分の樹脂に
比べて遮光性パターン４が設けられない部分の樹脂の方
をより小さくすることで表面が略平坦な平坦化樹脂膜１
３が設けられる。
【００２０】図２はこの発明の実施の形態に基づく液晶
表示装置の製造方法を示す工程図である。まず、ＴＦＴ
基板１１にネガ型光硬化性樹脂膜１３を形成する（図２
（ａ））。引き続いて、フォトマスク１４を介し、基板
膜面側よりＵＶ光１５によりＵＶ照射を行い（図２
（ｂ））、現像することにより、コンタクトホール１２
を有する平坦化樹脂膜パターン１３を形成したＴＦＴア
レイ基板１１を得る（図２（ｃ））。さらに、ＴＦＴア
レイ基板１１の配線パターン（スイッチング能動素子
４）をマスクとして基板膜面裏側からＵＶ光１６により
ＵＶ光の照射を行い、配線パターン４が設けられる部分
の樹脂へのＵＶ光１６の照射と配線パターン４が設けら
れない部分の樹脂へのＵＶ光１６の照射とに差を生じさ
せる（図２（ｄ））。しかる後に、熱硬化処理を行う
（図２（ｅ））ことにより、表面平坦性の高い樹脂膜１
３で被覆されたＴＦＴアレイ基板１１を得る。
【００２１】膜面裏側からのＵＶ照射露光量はネガ型光
硬化性レジストの樹脂成分の性質、表面段差をもとに最
適化するが、３００ｍＪ／ｃｍ2 以上であるのが一般的
である。
【００２２】
【実施例】この発明の実施例１について説明する。ＴＦ
Ｔアレイ基板の膜面上に、ネガ型光硬化性樹脂膜（ＮＮ
７００、ＪＳＲ（株）製）をスピンコート法で形成、フ
ォトマスクを介し、基板膜面表側より２５０ｍＪ／ｃｍ
2 、のＵＶ光照射による露光の後、現像処理を行い、平
坦化樹脂膜パターンを形成した。さらに、ＴＦＴ基板の
膜面裏側より、３００ｍＪ／ｃｍ2 のＵＶ光照射を行っ
た後、熱硬化処理を行ったところ。平坦化樹脂膜の表面
段差は０．０６μｍと良好であった。
【００２３】この発明の実施例２について説明する。Ｔ
ＦＴアレイ基板の膜面上に、ネガ型光硬化性樹脂膜（Ｃ
Ｔ、富士フィルムオーリン（株）製）をスピンコート法
で形成、フォトマスクを介し、基板膜面表側より２００
ｍＪ／ｃｍ2 、のＵＶ光照射による露光の後、現像処理
を行い、平坦化樹脂膜パターンを形成した。さらに、Ｔ
ＦＴ基板の膜面裏側より、３００ｍＪ／ｃｍ2 のＵＶ光
照射を行った後、熱硬化処理を行ったところ。平坦化樹
脂膜の表面段差は０．０５μｍと良好であった。
【００２４】この発明の実施例３について説明する。ネ
ガ型光硬化性樹脂膜（ＣＴ、富士フィルムオーリン
（株）製）をＰＥＴフィルムにコーティングし、感光性
樹脂膜フィルムを形成した。前記フィルムを１３０℃の
ゴムロールでＴＦＴアレイ基板膜面に熱圧着した後、Ｐ
ＥＴフィルムを除去する事により、ＴＦＴアレイ基板上
にネガ型光硬化性樹脂膜を形成した。フォトマスクを介
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7
し、基板膜面表側より１５０ｍＪ／ｃｍ2 、のＵＶ光照
射による露光の後、現像処理を行い、平坦化樹脂膜パタ
ーンを形成した。さらに、ＴＦＴ基板の膜面裏側より、
６００ｍＪ／ｃｍ2のＵＶ光照射を行った後、熱硬化処
理を行ったところ。平坦化樹脂膜の表面段差は０．０８
μｍと良好であった。
【００２５】比較例１について説明する。ＴＦＴアレイ
基板の膜面上に、ネガ型光硬化性樹脂膜（ＮＮ７００、
ＪＳＲ（株）製）を形成、フォトマスクを介し、基板膜
面表側より２００ｍＪ／ｃｍ2 、のＵＶ光照射による露
光、現像処理を行った後、熱硬化処理を行ったところ、
平坦化樹脂膜の表面段差は０．１８μｍであった。
【００２６】比較例２について説明する。ＴＦＴアレイ
基板の膜面上に、ネガ型光硬化性樹脂膜（ＣＴ、富士フ
ィルムオーリン（株）製）を形成、フォトマスクを介
し、基板膜面表側より１５０ｍＪ／ｃｍ2 、のＵＶ光照
射による露光、現像処理を行った後、熱硬化処理を行っ
たところ、平坦化樹脂膜の表面段差は０．１９μｍであ
った。
【００２７】比較例３について説明する。ネガ型光硬化
性樹脂膜（ＣＴ、富士フィルムオーリン（株）製）をＰ
ＥＴフィルムにコーティングし、感光性樹脂膜フィルム
を形成した。前記フィルムを１３０℃のゴムロールでＴ
ＦＴアレイ基板膜面に熱圧着した後、ＰＥＴフィルムを
除去する事により、ＴＦＴアレイ基板上にネガ型光硬化
性樹脂膜を形成した。フォトマスクを介し、基板膜面表
側より１５０ｍＪ／ｃｍ2 、のＵＶ光照射による露光、
現像処理を行った後、熱硬化処理を行ったところ、平坦
化樹脂膜の表面段差は０．７μｍであった。
【００２８】この実施例では、液晶表示装置の平坦化樹
脂膜の表面の段差部分が０．０５μｍから０．０８μｍ
であるので、段差起因の配向不良が生じ難くコントラス
ト特性の良好なパネルを作成することができる。
【００２９】なお、液晶表示装置は画像表示可能な領域
の広い高開口率の液晶表示装置（ＨＡ型液晶表示装置及
びＣＯＡ型液晶表示装置）に適用できる。また、この実
施の形態の液晶表示装置を備える画像表示応用装置とし
て構成してもよい。
【００３０】
【発明の効果】この発明の請求項１記載の液晶表示装置
の製造方法によれば、透光性基板の裏面側から遮光性パ
ターンをマスクとして紫外線を照射する裏面紫外線照射
工程と、平坦化樹脂膜に熱エネルギーを加える熱硬化工
程とを含み、裏面紫外線照射工程で紫外線を照射するこ
とにより遮光性パターンが設けられた部分の樹脂に比べ
て遮光性パターンが設けられない部分の樹脂の重合度が
より高められ、熱硬化工程で熱エネルギーが加えられて
樹脂が硬化する際の収縮を遮光性パターンが設けられた
部分の樹脂に比べて遮光性パターンが設けられない部分
の樹脂の方をより小さくするので、遮光性パターンが設
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けられる部分と遮光性パターンが設けられない部分とが
あっても樹脂の表面が略平坦になるように硬化されてな
る平坦化樹脂膜を設けることができる。これは紫外線の
照射エネルギーが大きいほど、樹脂の重合度が高まり、
加熱硬化時の寸法変化が小さくなる性質があるためであ
る。樹脂の寸法の変化が小さくなることを具体的に説明
すると、平坦化樹脂膜の厚み方向の寸法変化で、つまり
平坦化樹脂膜の膜厚の収縮がより小さくなることであ
り、この性質を利用して、遮光性パターン上の樹脂重合
度を周辺部位より低く抑えることにより、この部位の樹
脂膜の加熱硬化時の膜減り量を周辺部位に比し大きく
し、加熱硬化後の樹脂膜表面平坦性をより高められる。
【００３１】請求項２では、遮光性パターンが薄膜トラ
ンジスタと配線パターンからなるので、裏面紫外線照射
工程で薄膜トランジスタと配線パターンをマスクとする
ことができる。
【００３２】請求項３では、樹脂がネガ型光硬化性樹脂
であるので、ネガ型光硬化性樹脂は、紫外線照射エネル
ギーが大きいほど、樹脂の重合度が高まり、加熱硬化時
の寸法変化が小さくなる性質があり、この性質を利用し
て表面が略平坦な平坦化樹脂膜を設けることができる。
【００３３】請求項４では、液晶表示装置が画像表示可
能な領域の広い高開口率の液晶表示装置において平坦化
樹脂膜の表面平面性を高めることができる。
【００３４】請求項５では、液晶表示装置が薄膜トラン
ジスタのアレイ基板上にカラーフィルタパターンを形成
するカラーフィルタオンＴＦＴアレイ方式液晶表示装置
において平坦化樹脂膜の表面平面性を高めることができ
る。
【００３５】この発明の請求項６記載の液晶表示装置の
製造装置によれば、透光性基板の裏面側から遮光性パタ
ーンをマスクとして紫外線を照射する裏面紫外線照射手
段と、平坦化樹脂膜に熱エネルギーが加えられる熱硬化
手段とを備えているので、裏面紫外線照射手段で紫外線
を照射することにより遮光性パターンが設けられた部分
の樹脂に比べて遮光性パターンが設けられない部分の樹
脂の重合度がより高められることで、熱硬化手段で熱エ
ネルギーが加えられて樹脂が硬化する際の収縮を遮光性
パターンが設けられた部分の樹脂に比べて遮光性パター
ンが設けられない部分の樹脂の方をより小さくすること
ができる。このため、遮光性パターンが設けられる部分
と遮光性パターンが設けられない部分とがあっても樹脂
の表面が略平坦になるように硬化されてなる平坦化樹脂
膜を設けることができる。これは紫外線の照射エネルギ
ーが大きいほど、樹脂の重合度が高まり、加熱硬化時の
寸法変化が小さくなる性質があるためである。樹脂の寸
法の変化が小さくなることを具体的に説明すると、平坦
化樹脂膜の厚み方向の寸法変化で、つまり平坦化樹脂膜
の膜厚の収縮がより小さくなることであり、この性質を
利用して、遮光性パターン上の樹脂重合度を周辺部位よ
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り低く抑えることにより、この部位の樹脂膜の加熱硬化
時の膜減り量を周辺部位に比し大きくし、加熱硬化後の
樹脂膜表面平坦性をより高められる。
【００３６】この発明の請求項７記載の液晶表示装置に
よれば、請求項１から請求項５のいずれかに記載の液晶
表示装置の製造方法を用いて製造された液晶表示装置の
平坦化樹脂膜の表面の段差部分が０．０５μｍから０．
０８μｍであるので、段差起因の配向不良が生じ難くコ
ントラスト特性の良好なパネルを作成することができ
る。
【００３７】この発明の請求項８記載の画像表示応用装
置によれば、請求項７記載の液晶表示装置を備えるの
で、画像表示応用装置において上記の作用効果が得られ
る。 *

10
*【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態の液晶表示装置の一例の
構造を示す断面図
【図２】（ａ）～（ｅ）はこの発明の実施の形態に基づ
く液晶表示装置の製造方法を示す工程図
【図３】従来例の液晶表示装置の一例の構造を示す断面
図
【符号の説明】
４  スイッチング能動素子
７  スペーサ
８  液晶
１０  カラーフィルタ基板
１１  ＴＦＴアレイ基板
１３  平坦化樹脂膜

【図１】 【図２】 【図３】
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